
３つのポイントを意識して
夏を乗り切りましょう！

POINT

水分・塩分
補給

POINT

快適な
睡眠環境

POINT

バランスの良い食事
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る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
身
体
を
構
成
す

る
主
成
分
で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
も
取

り
入
れ
る
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
食
欲
が
無
い
時
こ
そ
、

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
よ
く
噛
む
こ
と
は
、
消
化
を
助

け
、
胃
腸
の
負
担
を
減
ら
す
だ
け
で

な
く
、
栄
養
が
し
っ
か
り
と
吸
収
さ

れ
、
暑
さ
に
負
け
な
い
身
体
づ
く
り

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
睡
眠
環
境
を
整
え
る

暑
さ
に
よ
り
夜
間
に
何
度
も
目
が

覚
め
て
し
ま
う
な
ど
の
睡
眠
不
足
は
、

自
律
神
経
の
乱
れ
が
助
長
さ
れ
、
熱

中
症
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

室
温
が
28
℃
を
超
え
る
と
眠
り
に

く
く
な
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
の
活
用
、
通
気
性
や
吸
水
性
の
良

●
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と

「
噛
む
」
工
夫

食
欲
が
落
ち
る
と
、
喉
ご
し
が
良

く
食
べ
や
す
い
、
冷
た
い
麺
類
な
ど

で
食
事
を
済
ま
せ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
暑
さ
に
負
け
な
い
身
体
を
つ

く
る
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

仁
木
町
の
特
産
品
で
あ
る
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
は
じ
め
、
な
す
、
き
ゅ
う
り

な
ど
の
夏
野
菜
に
は
、
体
内
に
こ

も
っ
た
熱
を
に
が
し
、
代
謝
を
助
け

て
く
れ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

豚
肉
や
玄
米
、
大
豆
、
キ
ノ
コ
類
な

ど
に
含
ま
れ
る
、
糖
質
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
疲
労
回
復
が
期
待
で
き

●
「
喉
が
渇
く
前
」
の

水
分
・
塩
分
補
給

熱
中
症
対
策
で
は
、
水
分
補
給
が

重
要
で
す
が
、
「
喉
が
渇
い
た
」
と
感

じ
て
い
る
時
に
は
、
す
で
に
身
体
は

軽
度
の
脱
水
状
態
に
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
た
め
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
る

前
に
水
分
を
摂
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
水
分
補
給
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
す
。
一
度
に
大
量
の
水
を
飲

む
の
で
は
な
く
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
水

を
、
水
分
が
不
足
し
や
す
い
就
寝
前

や
起
床
後
、
入
浴
の
前
後
な
ど
、
喉

の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
時
間
を
決

め
て
こ
ま
め
に
意
識
し
て
摂
る
こ
と

が
理
想
的
で
す
。

い
寝
具
の
使
用
な
ど
、
睡
眠
環
境
を

快
適
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
寝
る

前
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
使
用
を
控
え
、
光
の
刺
激
を
減

ら
す
こ
と
で
、
寝
つ
き
が
良
く
な
り
、

疲
労
感
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
さ
い
ご
に

健
康
に
夏
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

ご
自
身
の
体
調
の
サ
イ
ン
に
目
を
向

け
る
こ
と
、
水
分
を
し
っ
か
り
摂
る

こ
と
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
、

睡
眠
を
と
る
こ
と
な
ど
、
暑
さ
で
体

調
が
崩
れ
や
す
い
時
こ
そ
、
毎
日
の

ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
の
積
み
重
ね
が

大
切
で
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
す
る
こ
と
に
加

え
、
周
囲
で
も
声
を
か
け
あ
い
な
が

ら
、
無
理
せ
ず
、
暑
さ
に
負
け
な
い

夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
暑
さ
の
厳
し
い
日
々
が
続
い
て
お
り
、
体
調
の
変
化
を
感
じ
て
い

る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
暑
い
日
々
が
続
く
こ
と
で
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
身
体
に
疲
労
が
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
た
め
、「
身

体
が
だ
る
い
」、「
食
欲
が
わ
か
な
い
」な
ど
と
い
う
不
調
は
、
身
体
が
発
す

る
サ
イ
ン
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
こ
の
厳
し
い
夏
を
健
や
か
に
乗
り
切
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
３

つ
に
絞
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

健康プラザ
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仁
木
町
人
事
行
政
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運
営
等
の
状
況

仁木町では、地方公務員法第58

条の２の規定により、人事行政

運営における公正性及び透明性

を確保するため「仁木町人事行

政の運営等の状況の公表に関す

る条例」を制定しています。こ

の条例に基づき、仁木町職員の

前年度(令和７年度)の給与、勤

務条件等の状況について公表し

ます。
（令和８年４月１日現在）●職員手当の状況

■子：13,000円　　■子・配偶者を除く扶養親族：6,500円

■15歳に達する日以後の最初の４月１日から22歳に達する日以後の最初の３月31日までにある子：１人 

5,000円加算

扶 養 手 当

■借家の場合：家賃の額に応じて27,000円を限度に支給（家賃12,000円以下は支給なし）住 居 手 当

■交通機関利用者：運賃の額150,000円を限度に支給

■自家用車利用者：距離に応じて2,000円～66,400円の範囲で支給
通 勤 手 当

■日額：4,700円日 直 手 当

■管理又は監督する職員に支給　 ・課長職：月額46,300円　 ・主幹職：月額37,000円管 理 職 手 当

特 殊 勤 務 手 当 ■平成18年度から全て廃止

時 間 外 勤 務 手 当 ■正規の勤務時間を超えて勤務することを命じられた職員に支給

■世帯区分、扶養区分に応じ、11月～３月に支給。支給月額は次のとおり

　・扶養親族のいる世帯主　26,000円　・扶養親族のいない世帯主　14,500円　・その他の職員　9,800円
寒 冷 地 手 当

■管理職手当支給対象職員が、臨時又は緊急の必要その他の公務運営の必要により週休日等に勤務した

場合に支給：６時間まで6,000円、６時間超9,000円

■管理職手当支給対象職員が、災害への対処その他の臨時又は緊急の必要により週休日等以外の日の午

後10時から午前５時までの間に勤務した場合に支給：3,000円

管 理 職 員 特 別

勤 務 手 当

期 末 手 当 及 び

勤 勉 手 当

・職制上の段階、職務の級による加算措置 有

期末手当 勤勉手当

６月期 1.2625月分 1.0625月分

1.2625月分 1.0625月分12月期

2.525月分 2.125月分計

4.65月分合計

■仁木町
期末手当 勤勉手当

６月期 1.2625月分 1.0625月分

1.2625月分 1.0625月分12月期

2.525月分 2.125月分計

4.65月分合計

・職制上の段階、職務の級による加算措置 有

■国

退 職 手 当

・職務の級に応じ調整額加算措置 有

※退職手当組合に加入している全道の市町
　村と同じ

自己都合 勧奨・定年

勤 続 2 0 年

勤 続 2 5 年

勤 続 3 5 年

最高限度額

19.6695月分

28.0395月分

39.7575月分

47.709月分

24.586875月分

33.27075月分

47.709月分

47.709月分

（人）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

12

11

10

１ 職員の任免及び職員数に関する情報

●最近の一般職の職員数推移 ●一般職の職員の年齢構成

※１　町職員の定数は条例で上限を定め、その総
数は110人となっています。

※２　職員数は一般職に属するものであり、地方
公務員の身分を保有する休職者を含み、臨
時及び非常勤職員を除いています。

区　　　分

一 般 会 計 職 員

計

公営企業等会計職員

63人
４人

67人

令和８年度

67人
４人

71人

令和７年度

▲４人

ー

▲４人

前年比 Ｒ７.４.２～Ｒ８.４.１
退職者

採用者

差引計

６人

１人

▲５人

Ｒ３
（各年度４月１日現在）

20歳
未満

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50～
54歳

55～
59歳

60歳
以上

（令和８年４月１日現在）

（各年度４月１日現在）

男性職員女性職員

２ 職員の人事評価の状況

　地方公務員法の改正により、人事評価制度が導入され、本町においても実施規程を定め、平成28年度から取り

組んでいます。

　評価方法は、職務を遂行するに当たり発揮した能力が十分かを評価する「能力評価」と、業務目標の達成

状況を評価する「業績評価」により実施しています。

　人事評価の結果は、昇給、勤勉手当、昇任・昇格、分限に活用されています。

３ 職員の給与の状況

●人件費の状況（令和７年度一般会計決算統計より）

●初任給と平均給料月額

●特別職の給料月額等

※　うち職員給与費 414,446千円。

（令和８年４月１日現在）

（令和８年４月１日現在）

区　　　分

町 長

副 町 長

教 育 長

区　　　分

議 長

副 議 長

常任委員長

議会運営委員長

議 員

給料月額

700,000円

590,000円

550,000円

歳出総額Ⓐ 人件費Ⓑ 人件費率Ⓑ／Ⓐ 昨年度

●給与費の状況（令和８年度一般会計予算より）

※１　職員給与費には、議会の議員・町長などの特別職に支給する給　
　　料・報酬などは含まれていません。

※２　職員給与費には退職手当は含まれていません。

職員数Ⓐ 平　均
年　齢

職員給与費（単位：千円） １人当たりの給与費

Ⓑ／Ⓐ給　料 計Ⓑ
255,66667 40歳6,112

職員手当

47,689

期末勤勉手当

106,143 409,498

　国家公務員の給与は、人事院の行う民間給与の実態調査結果に基づく給与勧告を受け、国会の審議を経て

法律で定められているところですが、仁木町職員の給与は、この人事院の給与勧告に準拠した内容をもっ

て、仁木町議会の審議を経て、条例で定めています。

　なお、仁木町の給与水準（ラスパイレス指数）は、国家公務員の給与を100としてみると、令和７年４月１

日現在95.8となっています。（令和６年４月１日現在 96.9）

5,162,248千円 718,917千円 13.9％ 13.1％

一般職平均給料月額

321,709円

初任給 採用２年経過日給料額

一　般

行政職

大学卒

高校卒

232,000円

200,300円

242,000円

213,100円

区　　　分

報酬月額

258,000円

206,000円

188,000円

188,000円

175,000円

期 末 手 当 の

支 給 割 合

６月期  2.325 月分

12月期  2.325 月分

計  4.65 月分
適用年月日

令和４年４月１日
適用年月日　令和４年４月１日

仁
木
町
人
事
行
政
の

運
営
等
の
状
況

すい こう

かんこく

じゅんきょ

しん　 ぎ

ふ よう

Ｒ８

67

Ｒ７

71

Ｒ５

68

Ｒ６

70

67

Ｒ４

69

ふ よう

男性職員50人
女性職員17人

3 令和８年８月 2令和８年８月

ま
ち
の
話
題

特
集

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板



●令和７年度公平委員会への措置要求等の状況

●職員の福利厚生制度

●行政職給料表

10 職員の福祉及び利益の保護の状況

11 仁木町等級別職員数

仁木町の給料表の等級別職員数の公表

●令和７年度健康診断の状況

※町長・副町長・教育長を含む

種　　類

総 合 健 診

単独定期健診

計

63人

26人

89人

対象者

59人

25人

84人

受診者

93.7％

96.2％

94.4％

受診率

７ 職員の服務の状況

　すべての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行に当たっては全力で奉仕し

なければなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、職員には様々な義務が課せられています。

特に信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、政治的行為の制限や争議行為等の禁止規定に違反した場合は、懲

戒処分の対象になります。

８ 職員の退職管理の状況

　地方公務員法の一部改正に伴い、仁木町職員の退職管理に関する規則（平成 28 年規則第 31 号）を定め、必

要な措置を講じています。

　現在、本町職員に適用されている共済制度は、地方公務員共済組

合法により北海道市町村職員共済組合の制度を運用、実施してい

ます。また、職員は一般財団法人 北海道市町村職員福祉協会に加

入し、福利厚生の充実を図っています。

　以下は、各団体の主な福利厚生制度です。

この公表は、地方公務員法第58条の３第２項の規定に基づき、年度当初の状況を取りまとめたものです。

　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、適正な措置が執られるよう要求することや、懲戒その他の

意に反する不利益な処分を受けたときは、公平委員会（後志管内共同設置）に対し審査請求をすることができ

ます。公平委員会は、これらの要求や処分が適正であるかを審査し、必要な場合は適正化確保のための措置を

勧告することができる独立した機関です。

　令和７年度の公平委員会に対する勤務条件に関する措置要求、不利益処分に関する審査請求はありません

でした。

●お問い合わせ先　総務課職員係　☎32-2511

以上のことに関して、お問い合わせ・ご意見などございましたら、下記までご照会ください。

（令和８年４月１日現在）

４ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

※休憩時間は、職務の特殊性により、30分繰上
げ、又は繰下げることができます。

（令和８年４月１日現在）

１週間の
勤務時間

勤務時間の割振り

38時間45分

始　　業

8:30

終　　業

17:15

休憩時間

12:00～13:00

■１暦年ごとに20日とし、20日を超えない範囲内の残日数を繰り越すことができる年次有給休暇

■子が３歳に達するまでの期間（無給）育 児 休 業

■負傷又は疾病のための療養を要する場合は、最小限必要と思われる期間について与えられる病 気 休 暇

■夏季休暇：３日　　　

■産前・産後休暇：出産予定日の８週間前（多胎妊娠の場合は14週間前）の日から出産後８週間を経過する

までの期間

■親族死亡　・配偶者：10日　  ・父母（血族）：７日 　 ・子（血族）：５日　 ・祖父母（血族）：３日

■その他：規則に定める期間

特 別 休 暇

（主なもの）

■配偶者、父母、子、配偶者の父母などで、負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障がある者

（要介護者）の介護を行う場合、要介護者１人につき、３回を限度として、合計６月の範囲内で分割取得

が可能（無給）

介 護 休 暇

９ 職員の研修の状況

研 修 機 関 名

北海道市町村職員研修センター

後 志 町 村 会

研 修 内 容

管理能力（管理職）研修他

法制研修（応用・基礎）

新規採用職員基礎研修

初 級（２ 年 目）研 修

中 級（５ 年 目）研 修

修了者数

23人

４人

－

８人

１人

●令和７年度研修内容

●勤務時間状況

●休暇等

区　　分 事業種類 内　　　　　　　　　　容

共 済 組 合

福 祉 協 会

■組合員やその家族の公務外の病気・ケガ・出産・死亡などに対して、必要な医療費やそ

の他の不時の支出を助け、当面の生活を守るための事業
短 期 給 付

■組合員が退職したときの年金給付などの事業長 期 給 付

■組合員とその家族の福祉と健康の増進を図るための事業福 祉 事 業

■退職会員等が自己負担として支払った医療費の給付など医療給付事業

■一般資金、育英資金の貸付貸 付 事 業

■入院一時金、出産祝金など福利厚生事業

合　　計 内　　　　訳

人 ％ 職  名 人

主　事

保健師

６

１

職  名 人

技　師 １

主　事 ８ 保健師 １

主　査 １ 係　長 ６

主　幹 ２ 課　長 ２

主　任 13 係　長 ８

主　幹 参　事５ １

課　長 １

等級 等級別基準職務表に規定する基準となる職務

８ 11.9１級 定型的な業務を行う職務

９ 13.4２級 相当高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務

21 31.4３級 係長又は主査の職務・主任の職務

11 16.4４級 課長又は主幹の職務・困難な業務を処理する係長又は主査の職務

７ 10.5５級 困難な業務を処理する課長又は主幹の職務

11

67

16.4

100.0

６級 相当困難な業務を処理する課長の職務

合　　　　　　　計

局　長

参　事

課　長

１

３

５

次　長

室　長

１

１

しっぺい

令和７年４月１日～令和８年３月31日

６ 職員の分限及び懲戒処分の状況

　分限処分とは、公務能率の維持を目的に職員に対してなされる処

分であり、制裁的意味合いはありません。一方、懲戒処分とは、職員の

義務違反に対する道義的責任を問い、秩序維持を図る制裁的処分で

す。令和７年度の分限処分及び懲戒処分は下記のとおりです。

分 限 処 分 懲 戒 処 分

免 職

０

降 任

０

休 職

０

免 職

０

停 職

０

減 給

０

戒 告

０

取得人数

２人

０人

５ 職員の休業に関する状況

区　　　分

育 児 休 業

部 分 休 業

令和７年４月１日～令和８年３月31日

●育児休業等の取得状況
ちょうかい

と

5 令和８年８月 4令和８年８月

ま
ち
の
話
題

特
集

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板



町内のできごと、行事、イベントなどを写真付きでご紹介します！

町では、広報紙、ホームページ、ＳＮＳなどへ掲載のため、撮影・取材活動を行っています。

皆さまのご理解とご協力をお願いします。

Ｊ
Ａ
新
お
た
る
仁
木
町
ト
マ
ト
生
産
組
合

全
国
流
通
販
売
対
策
会
議
で

　　　　　　　　　　　　　　販
売
目
標
20
億
円

　
６
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
仁
木

町
ト
マ
ト
生
産
組
合
（
渡
辺
幸
仁
組

合
長
理
事
）
が
「
令
和
８
年
度
仁
木

町
産
ト
マ
ト
全
国
流
通
販
売
対
策
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
全
国
の
卸
売
市
場
や
関

係
機
関
な
ど
が
出
席
し
、
本
年
の
生

産
・
販
売
計
画
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
販
売
戦
略
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　
会
議
冒
頭
で
は
、
同
組
合
の
昨
年

度
販
売
実
績
が
、
過
去
最
高
と
な
る

約
19
億
円
を
記
録
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
、
今
年
度
の
販
売
目
標
を
、
同

組
合
最
高
額
と
な
る
20
億
円
と
し
つ

つ
、
気
象
状
況
の
変
化
、
資
材
価
格

の
高
騰
、
担
い
手
不
足
な
ど
、
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す

中
で
も
、
高
品
質
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

安
定
供
給
を
続
け
、
全
国
ト
ッ
プ
ブ

ラ
ン
ド
産
地
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
産
・
販
売
計
画
と
し
て
は
、
栽

培
面
積
約
31
・
26
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生

産
見
込
み
約
60
万
ケ
ー
ス
と
し
、
高

品
質
な
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
安
定
供
給
す

る
た
め
、
生
産
・
物
流
・
販
売
関
係

者
へ
緊
密
な
連
携
を
求
め
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
新
お
た
る
農
畜
産
物

　　　　　　　 

販
売
額
も
過
去
最
高

　
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
か
ら
は
、
昨
年
度

の
農
畜
産
物
販
売
額
が
過
去
最
高
と

な
る
47
億
４
千
５
百
万
円
を
記
録

し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
出
荷
数
量
・
販

売
額
も
、
と
も
に
過
去
最
高
を
更
新

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
今
年
は
ミ

ニ
ト
マ
ト
栽
培
面
積
の
増
加
も
あ

り
、
同
組
合
の
販
売
目
標
で
あ
る
20

億
円
達
成
に
期
待
を
寄
せ
る
一
方
、

生
産
資
材
や
燃
料
価
格
の
高
騰
を
踏

ま
え
、
生
産
者
が
安
心
し
て
営
農
を

継
続
で
き
る
販
売
価
格
へ
の
理
解
と

協
力
を
市
場
関
係
者
へ
呼
び
か
け

ま
し
た
。

 

ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
し
て

さ
ら
な
る
飛
躍
を
　

　
全
国
か
ら
会
議
に
参
加
し
た
市

場
関
係
者
か
ら
は
、
仁
木
町
産
ミ

ニ
ト
マ
ト
は
、
全
国
各
地
で
品
質

と
安
定
供
給
へ
の
信
頼
が
厚
く
、

「
ブ
ラ
ン
ド
産
地
」
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
と
し
た
上
で
、
近

年
は
全
国
的
に
産
地
間
競
争
が
激

し
さ
を
増
し
て
お
り
、
「
品
質
と
食

味
を
維
持
し
な
が
ら
安
定
供
給
を

続
け
る
こ
と
が
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値

の
向
上
に
つ
な
が
る
」
と
、
さ
ら

な
る
品
質
向
上
を
期
待
す
る
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
販
売
方
針
に
関
し
て
は
、

「
昨
年
購
入
し
た
取
引
先
へ
今
年
も

確
実
に
届
け
る
こ
と
が
重
要
」、「
産

地
と
市
場
が
情
報
共
有
を
密
に
し
、

適
切
な
出
荷
と
販
売
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、

参
加
し
た
生
産
者
、
関
係
者
は
20

億
円
の
販
売
目
標
達
成
に
向
け
、

生
産
・
流
通
・
販
売
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

①会 議 に は 生 産 者、
市 場 関 係 者 な ど 約
100 名が参加②③東
京、大 阪、広 島、福
岡と全国から市場関
係者が参加し、それ
ぞ れ が 今 年 度 の 販
売方針を示した

さくらんぼ を収 穫 する森 本 社 長（写真 右）と
生産者の大森さん（写真左）

同
組
合
最
高
額
と
な
る
、
販
売
目
標
20
億
円

②③

①

①小雨混じりのなか約 3,500 人の来場があった②さくら
んぼは今年も大人気③老若男女皆さんで種飛ばし！

①ワインブ ースの 様 子。
岐阜、大阪、海外からの
参 加 者 も 見 ら れ た②③
町内ワイナリーの希少な
ワインと、目にもおいし
いペアリングフード

　
６
月
28
日
、
農
村
公
園
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
に
き
を
会
場
に
、
第
42
回
さ
く
ら
ん
ぼ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
小
雨
混
じ
り
の
空
模
様
で
し
た

が
、
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
と
れ
た
て

の
さ
く
ら
ん
ぼ
や
、
恒
例
の
さ
く
ら
ん
ぼ

種
飛
ば
し
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

み
、
仁
木
町
の
果
樹
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕

開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

果
樹
観
光
シ
ー
ズ
ン
開
幕

③③ ①①

②②

仁
木
町
産
ワ
イ
ン
と
食
の
祭
典

ワ
イ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス

　
７
月
12
日
、
ワ
イ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ

ス
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
実
行
委
員
会
（
本
間
裕
康
会

長
）
主
催
の
「
ワ
イ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ

ス
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
２
０
２
６
」
が
、
旭
台
地
区

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
町
内
ワ
イ
ン

生
産
者
、
ビ
ー
ル
生
産
者
が
出
店
。
ワ
イ

ン
だ
け
で
な
く
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
で

は
ペ
ア
リ
ン
グ
フ
ー
ド
も
販
売
さ
れ
る
な

ど
、
道
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
５
０
０
名

の
皆
さ
ん
は
、
仁
木
町
の
食
と
自
然
を
楽

し
み
ま
し
た
。

も
り
も
と 

×
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
札
幌 

× 

仁
木
町

さ
く
ら
ん
ぼ
共
同
収
穫
実
施

本
町
農
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

新
農
業
委
員
12
名
決
ま
る

　
７
月
２
日
、
町
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
㈱

も
り
も
と
（
森
本
真
司
代

表
取
締
役
社
長
／
千
歳
市
）

が
、
㈱
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
札
幌

と
共
同
で
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の

収
穫
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
６
回
目
と
な
る

こ
の
取
組
は
、
収
穫
さ
れ
ず

樹
上
で
傷
み
、
木
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
さ
く
ら
ん
ぼ

を
収
穫
す
る
こ
と
で
、
さ
く

ら
ん
ぼ
の
木
を
守
り
つ
つ
、

お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
に
仕

上
げ
、
町
内
農
作
物
の
６
次

産
業
化
な
ど
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
森
本

社
長
は
、「
こ
の
取
組
を
通

し
て
、
北
海
道
の
素
晴
ら

し
さ
を
広
め
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
地
域
活
性
化

を
図
り
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
収
穫
し
た
さ
く

ら
ん
ぼ
は
、
㈱
も
り
も
と

の
販
売
す
る
「
チ
ェ
リ
ー 

ジ
ュ
エ
リ
ー 

ル
ー
ジ
ュ
」

に
使
用
さ
れ
、
８
月
中
旬
よ

り
数
量
限
定
で
販
売
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
７
月
21
日
、
第
一
回
仁
木
町
農
業
委
員
会
総
会

に
先
立
ち
、
新
農
業
委
員
の
辞
令
交
付
式
を
行
い
、

佐
藤
町
長
が
辞
令
書
を
交
付
し
ま
し
た
。
任
命
さ

れ
た
12
名
の
う
ち
新
任
は
３
名
。
農
地
の
集
積
や

利
用
促
進
に
よ
り
、
町
農
業
の
発
展
に
取
り
組
み

ま
す
。
（
任
期:

令
和
８
年
７
月
20
日
～
令
和
11
年
７
月
19
日
）

鶴田　壽廣

７期／東町

加藤　政茂

新任／長沢南

鎌田　忠文

新任／大江

吉田　　均

６期／東町

林　　育美

３期／東町

武本明日香

新任／西町

伊藤　浩一

３期／砥の川

　田　茂樹

２期／銀山

井内　敏也

４期／旭台

中川　博喜

４期／西町

渡辺　貴志

６期／然別

木田　憲一

６期／尾根内

会長職務代理者会長

①①

③③ ②②

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
　
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

７ 令和８年８月 ６令和８年８月



●
児
童
・
生
徒
作
品
集

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
　活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

銀
山
小
学
校
１
年

久
保
　
令
次

れ
い

じ

た
ま
ご
を
う
ん
だ
と
り

仁
木
小
学
校
４
年

嶋
田
　
晏
奈

あ
ん

な

善 意 に 感 謝 し ま す善 意 に 感 謝 し ま す

レバンガ北海道から、子ども

たちの運動能力向上やスポーツ

の知識向上を目的として、バス

ケットボールを仁木小学校に 10

個、銀山小学校に５個寄贈いた

だきました。

レバンガ北海道 さまより

ＪＡ新おたる
仁木サクランボ出荷組合 さまより

各種大会結果

■
後
志
中
体
連
（
全
て
全
道
大
会
進
出
）

● 

野
　
　
球

　
優
　
勝

　
　
軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　
　「
ブ
ル
ー
タ
ス
」（
町
外
チ
ー
ム
）

　
　
　
木
村
　
彩
葉
（
仁
木
中
３
年
）

　
　
　
中
澤
　
友
佑
（
仁
木
中
２
年
）

● 

サ
ッ
カ
ー

　
優
　
勝

　
　
Ｆ
Ｃ
余
市 

Ｕ-

15
（
町
外
チ
ー
ム
）

　
　
　
富
本
　
智
也
（
仁
木
中
３
年
）

　
　
　
渡
辺
　
竜
世
（
仁
木
中
２
年
）

　
　
　
富
本
　
優
芽
（
仁
木
中
１
年
）

　
　
　
菱
沼
　
翔
多
（
仁
木
中
１
年
）

● 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
優
　
勝

　
　
後
志
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
（
町
外
チ
ー
ム
）

　
　
　
中
川
　
　
穣
（
仁
木
中
３
年
）

■
そ
の
他
大
会

● 

第
27
回
ダ
イ
ハ
ツ
北
海
道

小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
日
　
程
　
６
月
27
日
～
28
日

　
場
　
所
　
苫
小
牧
市

　
５
・
６
年
生

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８

　
　
　
寺
口
日
優
虹
（
仁
木
小
６
年
）

● 

第
45
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
新

人
の
部
小
樽
地
区
予
選

　
日
　
程
　
７
月
11
日

　
場
　
所
　
小
樽
市
総
合
体
育
館

委員会
　 だより

76
No.

た
ま
ご
を
う
ん
だ
と
り

は
、
え
の
ぐ
を
か
み
に
ぬ
っ

て
い
た
ら 

と
り
に
な
っ
た
の

で
、
か
ら
ふ
る
な
い
ろ
の
た

ま
ご
も
か
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
ひ
よ
こ
が
す
き

で
す
。

触
っ
て
み
る
と
ト
ゲ
ト
ゲ
し
て

い
る
葉
が
あ
り
ミ
ツ
の
に
お
い
が

し
ま
し
た
。

桜
の
木
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え

た
い
と
思
っ
て
、
風
に
吹
か
れ
て

い
る
木
を
か
き
ま
し
た
。

葉
を
「
ち
ょ
ん
」
と
ぬ
っ
て
い

く
と
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

か
ぜ
の
よ
う
に
ひ
か
る
木

８
月
は「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」運
動
の

啓
発
強
化
期
間
で
す

 

８
月
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム
の
向
上
を
目
的
と
し
た
「
早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
啓
発
強
化
期
間
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

毎
日
を
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
、
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
に
な
る
夏
休
み
期
間
を
含

む
こ
の
期
間
に
、
家
族
み
ん
な
で
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
４
位

　
　
　
寺
口
日
優
虹
（
全
道
大
会
進
出
）

　
全
道
大
会 

８
／
８ 

稚
内
市

● 

第
28
回
小
樽
後
志
陸
上
競
技

記
録
会

　
５
年
女
子

　
　
100
ｍ
走
　
２
位

　
　
　
笠
井
　
愛
花
（
仁
木
小
５
年
）

５
年
女
子

走
り
幅
跳
び
　
１
位

　
　
　
和
田
紗
里
那
（
仁
木
小
５
年
）

５
年
女
子
　
　
　
　

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ
　
２
位

　
　
　
小
林
　
花
寧
（
仁
木
小
５
年
）

６
年
男
子

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ
　
１
位

　
　
　
荒
関
　
爽
良
（
仁
木
小
６
年
）

　
全
道
大
会 

９
／
13 

苫
小
牧
市

● 

第
22
回
さ
く
ら
ん
ぼ
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

日
　
程
　
７
月
５
日

場
　
所
　
コ
ン
サ
ド
ー
レ
仁
木
パ
ー

　
　
　
　
ク
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
女
子
部
　
３
位

　
　
　
日
野
　
悦
子

● 

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
２
６
（
南
）
大
会

　
日
　
程
　
６
月
28
日

　
場
　
所
　
岩
内
町
営
球
場

　
優
　
勝

　
　
Ｎ 

Ｄ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｙ
（
全
道
大
会
進
出
）

全
道
大
会 

７
／
25
～
27 

江
別
市

銀山義務教育学校の入札不調に終わる

令和 10 年度に開校を予定していた銀山義務教

育学校の建設工事について、６月 19 日（金）に

入札を行いましたが、一部の工事について不落

札が生じたことから、予定していた工期内での

工事ができないものと判断し、すでに決定した

工事について落札の取消しを行いました。

本来であれば、ただちに再度入札を行うこと

となりますが、設計の見直しや再入札の実施に

より、着工について大幅な遅延が避けられない

ことや、さらには人手不足や資材価格の高騰が

続くなか、着工遅延に伴う大幅な工事費の増額

が見込まれ、町財政に重大な影響を及ぼすこと

が思料されることから、予定していた工事につ

いて、やむなく取止めることといたしました。

今後につきましては、既存校舎の改修による

義務教育学校の建設や、既存の銀山小学校及び

銀山中学校を活用した「施設分離型」による小

中一貫教育の検討、仁木町を一帯とした校区の

再編などを含め、地域住民、保護者、学校関係

者をはじめ広範な町民のみなさんからの意見を

聴取し、子どもたちが学習しやすい環境につい

て再検討を行います。

後志中体連等の各種大会で優秀な成績を収めた皆さんをご紹介します。

ＪＡ新おたる仁木サクランボ出荷組合（端

王佐武組合長）から、地域の子どもたちに、

本町産さくらんぼを是非味わってほしいとし

て、約 18kgの「佐藤錦」を寄贈いただきました。

いただいたさくらんぼは、６月 30 日の学

校給食において、児童・生徒に提供しました。

い
ろ

エ
ヌ

ダ

デ

ィ

は

ひ

ゆ

り

さ

り

な

は

な

そ

ら

ゆ
う

す
け

と
も

や

り
ゅ
う
せ
い

ゆ

め

あ
い

か

し
ょ
う

た
じ
ょ
う

え
つ

こ

９ 令和８年８月 ８令和８年８月



仁
木
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
レ
ポ
ー
ト

NIKI
OKOSHI

仁木町で活動する

地域おこし協力隊員の取組や

活動トピックスをお届けします

ACTIVITY REPORT

▼
６
月
は
地
域

計
画
見
直
し

の

た

め

の

デ
ー
タ
整
理

と
農
業
委
員

の
皆
様
へ
の

説

明
、
長

野

県
の
ワ
イ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
り
ん
ご

高
密
植
栽
培
の
現
地
調
査
、
JR
手
稲
駅

あ
い
く
る
で
の
物
産
PR
活
動
、
さ
く
ら
ん

ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
お
手
伝
い
な
ど
多

彩
な
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

▼
夏
休
み
の
学

習
教
室
に
ご

参
加
頂
い
た

皆
さ
ま
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

２
学
期
の
新

規
参
加
も
随
時

受
付
中
で
す
！
▼

今
月
は
仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
緊
急
銃
猟
対
応
実
践
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。
暑
く
な
り
鹿
の
駆
除
も
大

変
で
す
が
、
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

深見

 俊
介

  隊
員

▼
８
月
に
入
り
、

暑
い
日
々
が
続

い
て
お
り
ま

す
が
、
毎
週

金

曜

日

の

「
仁

木

げ
ん

き

食

堂
」
に

は
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
達
が

参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
▼
ス
タ
ッ
フ

一
同
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
す
。

菅原
 康

晃
  隊

員

▼
半
年
ほ
ど
か
け

て
準
備
を
し
て

き
た
ワ
イ
リ

ン
グ
ウ
ォ
ー

ク
フ
ェ
ス
が

無

事

終

了

し
、
イ

ベ

ン

ト
の
企
画
運
営

の
大
変
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
▼
道
外
で
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
研
修
で
も
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

重
要
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
▼
仁
木
町
の
知

名
度
UP
の
た
め
に
も
、
今
後
も
関
わ
っ
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

福重

め
ぐ
み

  隊
員

▼
仁
木
町
内
の

農
園
で
農
作
業

研

修

を

行

い
、
生
産
現

場
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し

た
。 

▼
ま
た
、

仁
木
町
の
特
産

品
を
PR
す
る
物

販
活
動
に
も
参
加
し
、
多
く
の
来
場
者

へ
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。
▼
活

動
を
通
し
て
、
特
産
品
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
地
域
PR
の
重
要

性
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

川上

 あ
ゆ

  隊
員

▼
ト

マ

ッ

プ

フ
ァ
ー

ム

に

て
、
ぶ

ど

う

の
芽
か
き
や

誘
引
、
草
刈

り
、
さ
く
ら

ん
ぼ
ハ
ウ
ス

の
ビ
ニ
ー
ル
張
り

な
ど
の
農
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
▼
先
月
に
引
き
続
き
、
フ
ッ

ト
サ
ル
交
流
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
６
月

28
日
に
開
催
さ
れ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
準
備
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

松村

 孝
明

  隊
員

▼
７
月
は
、
役
場

に
お
い
て
外
国

人
住
民
へ
の

通

訳
・
翻

訳

活
動
を
継
続

し
て
行
い
ま

し
た
。
▼
ま
た
、

「
ニ
キ
ニ
コ
ト
ー

ク
ク
ラ
ス
」
を
継

続
的
に
運
営
し
、
日
本
語
指
導
お
よ
び
特

定
技
能
２
号
試
験
対
策
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
▼
さ
ら
に
、
法
務
省
が
実
施
す

る
「
外
国
人
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養

成
研
修
」
の
受
講
が
決
定
し
、
今
後
の
支

援
体
制
の
向
上
に
向
け
た
知
識
習
得
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ダン ヒ
ェ
ウ

 チ
ュ
ン

  隊
員

▼
７
月
12
日
に
開

催
さ
れ
た
ワ

イ

リ

ン

グ

ウ

ォ

ー

ク

フ
ェ

ス

で

は
、
た
く
さ

ん
の
お
客
さ

ま
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。▼
８
月
も
引
き
続

き
仁
木
町
の
農
家
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
研
修

に
伺
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

齊藤

　
一

  隊
員

服部

 　
聖

  隊
員

▼
７
月
は
収
穫
イ

ベ
ン
ト
や
観
光

農
園
研
修
、

札
幌
の
ヤ
マ

ト
運
輸
で
の

さ
く
ら
ん
ぼ

物
販
イ
ベ
ン

ト
や
ワ
イ
リ
ン

グ
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ

ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
▼
ま
た
、
新
た
な

商
品
開
発
に
向
け
た
果
樹
の
加
工
試
作

も
進
め
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

越智

 友
見

  隊
員

▼
仁
木
町
の
ふ
る

さ
と
納
税
の

主
力
で
あ
る

「
さ
く
ら
ん

ぼ
」
の
寄
附

増
に
向
け
活

動
し
ま
し
た
。

▼
そ
の

他
、
さ

く
ら
ん
ぼ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
の
、
ふ
る
さ
と
納
税
特
設

ブ
ー
ス
運
営
や
、
手
稲
駅
で
の
チ
ラ
シ

配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
▼
シ
ー
ズ
ン

中
の
申
込
増
を
目
指
し
、
今
月
も
尽
力

し
ま
す
！

三島

 早
貴

  隊
員

▼
６
月
は
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
や
年
間

計
画
を
作
成

し
、
７
月
か

ら

本

格

的

に
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
ま

し

た
！
▼
６
月

28
日
の
さ
く
ら

ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
手
伝
い
と
し

て
参
加
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
と

の
交
流
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

樫木

 陽
子

  隊
員

▼
り
ん
ご
や
さ

く
ら
ん
ぼ
の

新
芽
の
食
害

を
被
っ
て
い

る

数

軒
の

農
園
か
ら
の

要

請

を

受

け
、
エ
ゾ
シ
カ

等
の
被
害
調
査

を
開
始
し
ま
し
た
。
▼
屋
外
カ
メ
ラ
に
よ

る
昼
夜
の
出
没
状
況
の
観
察
か
ら
、
出

没
頻
度
の
高
い
場
所
に
わ
な
を
設
置
し

捕
獲
を
始
め
ま
し
た
。

杉山

 　
僚

  隊
員

　農業委員会では、①地域の農地利用の確認、②遊休農地の

実態把握と発生防止・解消、③農地違反転用の発生防止・早

期発見のため、町内全域の農地を対象に農地パトロールを実

施します。

　農地法第30条第１項に基づき、農地の利用促進につながる

情報収集を行う必要があります。

　現在耕作の目的に供されておらず、かつ、引き続き耕作の

目的に供されないと見込まれる農地のことをいいます。

　各地区の現況調査員（農業委員）が調査を行います。この

際、やむを得ず、農地内に立ち入ることがありますが、ご理

解とご協力をお願いします。

　遊休農地に限らず、農地は管理不足により、雑草・雑木が

生い茂ることで、病害虫や鳥獣の温床となり、隣接農地や町

民の生活環境に大きな影響を及ぼしますので、草刈り・防除

など適正管理をお願いします。

農地パトロール（利用状況調査）８月実施

農業委員会事務局　☎32-3952

●根拠法令

●遊休農地とは

●農地所有者の皆さまへ

●農地に関するお願い

●目　的

　法人事業税、軽油引取税や宿泊税などの申告・納税は、

自宅やオフィスから電子で行うことができるエルタックス

（地方税ポータルシステム）が便利です。ご利用は、エル

タックスのホームページから。

●エルタックスホームページ

　http://www.eltax.lta.go.jp/

●道税ホームページ

　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/

道税の申告は便利な電子申告で

小樽道税事務所　☎0134-23-9492

自衛官募集

自衛隊札幌地方協力本部小樽地域事務所 ☎0134-22-5521

　自衛隊では、以下の募集を行います。　

●防衛医科大学校

・応募資格 　18歳以上21歳未満の方

・受付期間　 ７月１日㈬から10月８日㈭

・試験内容　 筆記試験、口述試験、身体検査等

●防衛医科大学校（看護学科学生）　

・応募資格 　18歳以上21歳未満の方

・受付期間　 ７月１日㈬から10月２日㈮

・試験内容　 筆記試験、口述試験、身体検査等

●防衛大学校（一般）

・応募資格 　18歳以上21歳未満の方

・受付期間　 ７月１日㈬から10月15日㈭

・試験内容　 筆記試験、口述試験、身体検査等

●航空学生

・応募資格 　18歳以上24歳未満の方

・受付期間　 ７月１日㈬から８月28日㈮

・試験内容　 筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査等

●一般曹候補生・２等陸・海・空士

・応募資格 　18歳から33歳未満の方

・受付期間　 お問い合わせください

・試験内容　 筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査等

※応募資格等については上記までお問い合わせください。

北海道シェイクアウト（一斉防災訓練）実施

総務課情報防災係　☎32-2511

　大地震の揺れから身を守るため、北海道では９月１日の「防災

の日」に合わせ、一般参加型の防災訓練「北海道シェイクアウ

ト」を実施します。「北海道シェイクアウト」は職場でも家庭で

も手軽に参加できる一斉防災訓練です。

　今年度、仁木町では「北海道シェイクアウト」に参加するた

め、屋外スピーカーとご自宅にある防災行政無線戸別受信機か

ら、訓練放送を流します。放送が流れましたら、各人がその

場で概ね１分程度「①まず低く（DROP）」「②頭を守り（COVER）」

「③動かない（HOLD-ON）」の行動を取ってください。

　参加は必須ではありませんが、防災意識の向上と地震に対する

基本行動の確認のため道民が一体となった訓練ですので、是非ご

参加をお願いします。

１　訓練実施日時　　令和８年９月１日㈫　午前10時から

２　訓練内容

⑴ 屋外スピーカーとご自宅にある防災行政無線戸別受信機か

ら、シェイクアウト開始放送及び緊急地震速報が流れます。

⑵ 緊急地震速報が流れたら以下の行動をとってください。

　　①まず低く（DROP）　丈夫な机の下など安全な場所に避難

　　②頭を守り（COVER）　カバンなどで頭を保護する

　　③動かない（HOLD-ON）　あわてて外へ飛び出さない

３　参加方法

　北海道では参加者の集計を

行っていますので、「北海道

シェイクアウト公式サイト」か

らお申込みのご協力をお願い

します。町への参加報告は不要

です。

　町が取り組んでいる各種事業・施策や、国・北海道・

関係機関からのお知らせなどをご紹介します。気になる

情報がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

町からのお知らせ
information

「北海道シェイクアウト」
　　参加申込みサイト

11 令和８年８月 10令和８年８月
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お問い合わせ先　　住所　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHP〒
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「余市警察だより」では、暮らしや地域の安心・安全のため、皆さまに実践し

ていただきたいポイントを、毎月ご紹介しています。

余市警察署だより　安心 ・ 安全を実践しよう！

国民年金に関するお知らせ

●お得な付加年金をご存じですか？

付加年金とは、国民年金第１号被保険者（自営業

者、学生等）や65歳未満の任意加入被保険者が、毎

月の国民年金保険料に付加保険料（月々400円）を

加えて納入すると、老齢基礎年金に付加年金が上乗

せされて支給されるものです。付加年金の年金額は

200円×付加保険料納付月数で計算し、２年以上年

金を受け取ると、納めた付加保険料以上の年金を受

け取ることができます。

例）10年間付加保険料を納付した場合

・納付額

　月400円×12月×10年＝48,000円

・付加年金額として受け取れる額

　200円×120月＝24,000円（年額）

が老齢基礎年金に上乗せされます。

付加保険料は申出した月分からお支払いしていた

だくことになり、通常国民年金保険料を支払ってい

る方法と同じ方法（国民年金保険料のお支払いが口

座振替なら付加年金も口座振替）になります。

なお、マイナポータルからも電子申請ができます

のでご活用ください。

●国民年金保険料前納制度のご案内

口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付

することにより月々60円割引される早割制度や、現

金納付よりも割引額が多い６か月前納・１年度前

納・２年度前納もあり、大変お得です。

直近の４月に振替開始となる６か月前納・１年度

前納・２年度前納の申し込みは２月末が締め切りと

なっていますが、10月に振替開始となる６か月前納

（下期分10月～３月）の場合、申し込みの締切は８

月末となっています。

口座振替をご希望の方は、納付書又は年金手帳

（基礎年金番号通知書）、通帳、通帳登録印鑑を持

参のうえ、役場住民環境課住民係、小樽年金事務所

又は口座振替を行う金融機関へお申し出ください。

また、口座振替だけでなく、納付書による前納、

クレジットカード納付による前納もできますのでお

気軽にお問い合わせください。

　国民年金に係る照会や相談については、下記までお

問い合わせください。

 　  小樽年金事務所　　   0134-33-5026

　   住民環境課住民係　   32-2513

「こどもの人権相談」強化週間

　法務局では、こどもの人権についての専用相談電

話「こどもの人権110番」を設置しているほか、

チャット（LINE）による人権相談も受け付けています。

いじめや虐待など、こどもの人権に関する悩みをご

相談ください。☎0120-007-110（通話料無料）

●受付時間

　平日　午前８時30分～午後５時15分

●強化週間中の受付時間（８/28～９/３）

　平日　午後８時30分～午後７時

　土日　午前10時～午後５時

●LINE

　アカウント名：法務局LINEじんけん相談

　検索ID：＠linejinkensoudan

●令和８年６月実績（６/1～６/30）

　金　　額　  34,555,600 円　

　寄附件数 　       1,475 件
●令和８年度累計（４/１～６/30）

　金　　額　  68,829,600 円　

　寄附件数 　　     2,667 件　

基金を活用した事業の紹介は、町ホームページをご覧ください。

皆さまの生活に身近な事業

を持続的に推進していくた

めにも、返礼品の出品協力

のほか町外に住むご親戚や

お知り合いにも、仁木町を

応援していただけるようご

案内願います。

ふ る さ と 納 税 寄附受入額と件数

戸籍の窓

●こんにちは赤ちゃん

　穗積周ノ佑ちゃん （銀山）

●ご冥福をお祈りします

　三上　喜久さん （86歳／西町）

　山田　俊子さん （89歳／南町）

人口動向
Ｒ８.７／31現在 住民基本
台帳より （　）は前月比

1,909 世帯 （+18）

総人口

世帯数

男性人口

女性人口

3,213 人（＋13） 1,544人（-2）

1,669人（+15）

日本人人口

世帯数　1,576 世帯 （-5）

男性人口

女性人口

2,872人（－10） 1,402 人（－6）

1,470 人（－4）

外国人人口

世帯数　333 世帯 （+23）

男性人口

女性人口

341 人（+23） 142 人（+4）

199 人（+19）

善意に感謝

　次の方々から、本町へ貴重なご寄附をいただきま

したのでご紹介させていただきます。

●有限会社花しげ生花店（余市町／五十嵐映一代表

取締役）様より▼ベゴニア寄せ植え２鉢▼環境美化

（地域貢献）

●日本マーキング株式会社（札幌市／中谷一成代表

取締役）様より▼役場庁舎駐車場等の区画線設置▼

公共施設環境保全のため

　令和８年９月１日から、中央線などがない道路における自動車の法定

速度は、30㎞/ｈとなります。「中央線などがない道路の法定速度は30㎞

/ｈ」を意識し、思いやりのある運転を心掛けましょう。

　また、全ての道路の法定速度が30㎞/ｈになるわけではありません。次

のような道路の法定速度は、引き続き60㎞/ｈです。

●道路標識又は道路標示による中央線又は車両通行帯が設けられてい

る一般道路

●道路の構造上又は柵その他の工作物により、自動車の通行が往復

の方向別に分離されている一般道路

●高速自動車国道のうち、本線車道並びにこれに接する加速車線及

び減速車線以外のもの

●自動車専用道路

　道路標識で最高速度が指定されている道路は、法定速度ではなく、

指定速度が自動車の最高速度となりますので注意してください。
Ｒ8.3.8～Ｒ8.7.31146日

仁木町内での人身事故発生状況

２件 ４人０人
４件 ５人１人

７月発生件数
Ｒ８年累計

区　分 件数 死者 負傷者

交通事故死
ゼロの日

地域貢献活動に対し感謝状を贈らせていただきました

日本マーキング株式会社 中谷氏（写真左）

◆生活道路における自動車の法定速度の引下げ◆

～９月１日から法定速度が引き下げられます～　

　日本固有の領土である択捉島、国後島、色丹島、歯舞

群島からなる北方四島返還は、道民はもとより国民の

悲願です。北海道では、昭和41年から８月を「北方領土

返還要求運動強調月間」として、重点的な返還要求運

動を実施しています。

（令和７年度 北方領土問題対策協会最優秀賞標語）

北 方 領 土 返 還 要 求 運 動 強 調 月間

し   ま

語るたび　その四島がまた　近くなる

くらしの

伝言板
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●行事名　　会場　　お問い合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問い合わせは　　　　住民環境課　 32-2513

●国保、介護、育児、健康相談などのお問い合わせは　　 福　祉　課　 32-2514

●その他、行政に関するお問い合わせは　　　　　     総　務　課　 32-2511

まちのカレンダー ●行事名　　会場　　お問い合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

　北郷耳鼻咽喉科医院　 23-5533

　山地設備　 090-3118-4433

　長内水道配管　 32-2105

●令和８年８月 ●令和８年９月

８ 

月

８ 

月

９ 

月

　内山設備　 23-2634

　わたなべ内科医院　 22-3989

日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 31 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30
24
31 25 26 27 28 29

●仁木町営住宅等入居者募集申込開始日　 建設課　 32-3639（9/3まで）

●防災行政無線戸別受信機試験放送　①12:30　②18:30　 総務課　 32-2511

●運転免許更新時講習　一般講習／13:00～　優良講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

23㊐
　Niki配管設備　 32-2647

22㊏

29㊏

●広報『仁木』８月号発行　 総務課　 32-2511

　堀川管工設備工業　 23-3032

　森内科胃腸科医院　 32-3455

　よいち整形外科クリニック　 48-5000

　合同会社 藤田　 080-3268-0706

　野宮管工設備　 080-1890-6936

日 月 火 水 木 金 土
30 31 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 1 2 3

13㊍

19㊌

20㊍

14㊎

17㊊

18㊋

24㊊

25㊋

26㊌

31㊊

1㊋

21㊎

15㊏

16㊐

30㊐

●無料法律相談　 余市中央公民館／13:00～16:00　 総務課　 32-2511  ※予約制

●笑っこりクラブ ～おはなし広場　 社会福祉協議会／13:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959 ※参加者募集中

に

●防災行政無線戸別受信機試験放送／①12:30・②18:30　 総務課　 32-2511

●スッキリ運動教室 　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45　第３部：13:30～14:30

　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

●無料あんしん法律相談　 社会福祉協議会／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制
27㊍

　関組　 22-4782

　勝田内科皮フ科クリニック　 22-3843

●運転免許更新時講習　違反講習・初回講習（合同開催）／13:00～　優良講習／15:30～

　　余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

　高橋配管設備　 22-5571

　堀川管工設備工業　 23-3032

●離乳食教室　 保健センター／10:00～　 福祉課　 32-2514 ※対象者のみ

●ふまねっと運動教室　 社会福祉協議会／13:30～　 社会福祉協議会　 32-3959  ※参加者募集中
9㊌

11㊎

7㊊

8㊋

2㊌

4㊎

●広報『仁木』９月号発行　 総務課　 32-2511

5㊏

6㊐

12㊏

13㊐

●無料あんしん法律相談　 社会福祉協議会／15:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●３か月・６か月・９か月児健診  　保健センター／13:00～　 福祉課　 32-2514  ※対象者のみ

●第５回ブックスタート事業  　保健センター／14:00～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ
28㊎

●スッキリ運動教室 　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45　第３部：13:30～14:30

　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

3㊍

●スッキリ運動教室 　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45　第３部：13:30～14:30

　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

10㊍

●仁木町営住宅等入居者募集締切日　 建設課　 32-3639

　合同会社 藤田　 080-3268-0706

　中島内科　 22-3866

６月27日、銀山地区の孝

徳寺で行われた銀山火祭

り。燃え盛る炎の中で行

われた火渡りでは、無病

息災や家内安全など、そ

れぞれの願いを込めた護

摩木が焚き上げられ、会

場は厳かな雰囲気に包ま

れました。受け継がれる

伝統行事が、地域の夏に

彩りを添えています。

今月の表紙

●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

▼
広
報
仁
木
で
は
、
広
報
の
表
紙
を
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る
、

町
内
の
四
季
を
切
り
取
っ
た
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真
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
▼
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト
フ
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ン
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影
い
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い
た

写
真
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も
構
い
ま
せ
ん
。
▼『
と
っ
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き
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仁
木
町
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い
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ど
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く
は
、
下
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い
。

表
紙
写
真
募
集
中

　山地設備　 090-3118-4433

●仁木フルーツ＆ワインマラニック2026　 仁木地区　 仁木町フルーツ＆ワインマラニック実行委員会　 32-3951
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３つのポイントを意識して
夏を乗り切りましょう！

POINT

水分・塩分
補給

POINT

快適な
睡眠環境

POINT

バランスの良い食事

12

3

加 藤 三 華
か とう み か

福祉課保健係　保健師

特

　集

　仁
木
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

2026
令和８年

北海道仁木町広報紙／令和８年８月13日発行 通算859号

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
身
体
を
構
成
す

る
主
成
分
で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
も
取

り
入
れ
る
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
食
欲
が
無
い
時
こ
そ
、

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
よ
く
噛
む
こ
と
は
、
消
化
を
助

け
、
胃
腸
の
負
担
を
減
ら
す
だ
け
で

な
く
、
栄
養
が
し
っ
か
り
と
吸
収
さ

れ
、
暑
さ
に
負
け
な
い
身
体
づ
く
り

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
睡
眠
環
境
を
整
え
る

暑
さ
に
よ
り
夜
間
に
何
度
も
目
が

覚
め
て
し
ま
う
な
ど
の
睡
眠
不
足
は
、

自
律
神
経
の
乱
れ
が
助
長
さ
れ
、
熱

中
症
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

室
温
が
28
℃
を
超
え
る
と
眠
り
に

く
く
な
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
の
活
用
、
通
気
性
や
吸
水
性
の
良

●
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と

「
噛
む
」
工
夫

食
欲
が
落
ち
る
と
、
喉
ご
し
が
良

く
食
べ
や
す
い
、
冷
た
い
麺
類
な
ど

で
食
事
を
済
ま
せ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
暑
さ
に
負
け
な
い
身
体
を
つ

く
る
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

仁
木
町
の
特
産
品
で
あ
る
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
は
じ
め
、
な
す
、
き
ゅ
う
り

な
ど
の
夏
野
菜
に
は
、
体
内
に
こ

も
っ
た
熱
を
に
が
し
、
代
謝
を
助
け

て
く
れ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

豚
肉
や
玄
米
、
大
豆
、
キ
ノ
コ
類
な

ど
に
含
ま
れ
る
、
糖
質
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
疲
労
回
復
が
期
待
で
き

●
「
喉
が
渇
く
前
」
の

水
分
・
塩
分
補
給

熱
中
症
対
策
で
は
、
水
分
補
給
が

重
要
で
す
が
、
「
喉
が
渇
い
た
」
と
感

じ
て
い
る
時
に
は
、
す
で
に
身
体
は

軽
度
の
脱
水
状
態
に
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
た
め
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
る

前
に
水
分
を
摂
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
水
分
補
給
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
す
。
一
度
に
大
量
の
水
を
飲

む
の
で
は
な
く
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
水

を
、
水
分
が
不
足
し
や
す
い
就
寝
前

や
起
床
後
、
入
浴
の
前
後
な
ど
、
喉

の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
時
間
を
決

め
て
こ
ま
め
に
意
識
し
て
摂
る
こ
と

が
理
想
的
で
す
。

い
寝
具
の
使
用
な
ど
、
睡
眠
環
境
を

快
適
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
寝
る

前
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
使
用
を
控
え
、
光
の
刺
激
を
減

ら
す
こ
と
で
、
寝
つ
き
が
良
く
な
り
、

疲
労
感
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
さ
い
ご
に

健
康
に
夏
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

ご
自
身
の
体
調
の
サ
イ
ン
に
目
を
向

け
る
こ
と
、
水
分
を
し
っ
か
り
摂
る

こ
と
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
、

睡
眠
を
と
る
こ
と
な
ど
、
暑
さ
で
体

調
が
崩
れ
や
す
い
時
こ
そ
、
毎
日
の

ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
の
積
み
重
ね
が

大
切
で
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
す
る
こ
と
に
加

え
、
周
囲
で
も
声
を
か
け
あ
い
な
が

ら
、
無
理
せ
ず
、
暑
さ
に
負
け
な
い

夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
暑
さ
の
厳
し
い
日
々
が
続
い
て
お
り
、
体
調
の
変
化
を
感
じ
て
い

る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
暑
い
日
々
が
続
く
こ
と
で
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
身
体
に
疲
労
が
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
た
め
、「
身

体
が
だ
る
い
」、「
食
欲
が
わ
か
な
い
」な
ど
と
い
う
不
調
は
、
身
体
が
発
す

る
サ
イ
ン
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
こ
の
厳
し
い
夏
を
健
や
か
に
乗
り
切
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
３

つ
に
絞
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

健康プラザ
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